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２．施設の概要

平成27年度　指定管理者施設管理評価シート 生涯学習推進担当 青少年・スポーツ課

H30.3.31

施 設 名 称

(1)業務内容

(2)類似施設の
　 管理実績

指定期間

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

(6)人員体制 14名　（所長：1名、副所長：1名、事務職員：12名）

(3)利用者

(4)開館日・時間

(3)経営状況 平成26年度　収入：619,585,367円　支出：546,711,643円　収支差額：72,873,724円

(1)所在地

(2)設置目的

(1)委託事業

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

委託料

その他収入

管理経費

委託料

その他収入

指 標 名 称

440,223

初心者スポーツ教室講座数 講座

６．成果指標

目標値
（28年度）

442,092

４．予算決算の推移

予
算

決
算

186,322,943

0 0

管理経費

収支

利用料金収入 0

0 0

186,322,943

324

24年度

11

324

195,641,000

0

0

187,518,572

187,518,572

0

利用者数

５．施設の稼働状況等（活動指標）

0

0 0

0

0

0

0

208,716,000

191,206,655

191,206,655

208,716,000

0

0

0

0

211,223,000

211,223,000

172,758,753

172,758,753

0

0

0

22年度 23年度 24年度

0

191,438,853

開館日数 日

7

325

11

237,567,000

191,438,853

25年度 26年度

延床面積（体育館：11,939.34㎡、陸上競技場：3,073㎡）
敷地面積（陸上競技場：10,560㎡、野球場：14,476.96㎡、庭球場：3,528㎡、水泳場：
3,540㎡、少年野球場：5,087.5㎡）

台東区今戸一丁目１番１０号

区民の生涯スポーツ及びレクリエーションの振興並びに児童、生徒の体位及び体力の向
上を図り、もって心身の健全な発達に寄与する。

管理運営、総合体育館個人開放、初心者スポーツ教室

硬式テニス教室、桜橋・わんぱくトライアスロン、区民ドッジボール大会、初心者ゴル
フ教室

237,567,000

25年度 26年度

206,745,000195,641,000

H25.4.1公益財団法人台東区芸術文化財団

なし

芸術文化、区民文化、スポーツ文化に関する事業の実施
芸術・文化・スポーツ施設の管理運営

区内在住・在勤・在学の方

月曜日（第一月曜日は開館）・年末年始を除く毎日９：００～２２：００
（陸上競技場・少年野球場は９：００～１７：００）

台東リバーサイドスポーツセンター〔49～55〕

327

10

23年度指 標 名 称 単位

206,745,000

00

24年度 25年度 26年度

人 439,146

1



［2］

(h)個人情報保護

昨年度に引き続き、投書箱に寄せられた要望や意見をはじめ、利用者からの様々な意見をもとに、適宜事業
や施設の運営改善に活用する等、サービスの向上に取り組んだ。また、新たに区から委託した、幼児期から
体を動かす習慣をつくり、子供の体力向上を目指す幼児運動教室については、定員以上の応募があったが、
適切に事業を実施し、利用者（保護者）から好評であった。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

［2］

［2］

［2］

(c)清掃・衛生管理

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

(a)施設の目的達成

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2］(b)サービス水準

［2.0］

平均

(d)施設の修繕

(a)利用者・第三者機関の評価

今後の更なるスポーツ振興のため、区のスポーツ振興の拠点施設として、関係スポーツ団体や地域との連
携・協働のもと充実を図っていく。また、より利用しやすい施設をめざし、引き続き適切に利用者ニーズ把
握するとともに、業務改善に努める。なお、平成２６年度より区から委託している幼児運動教室について
は、参加ニーズと体育施設利用状況のバランスをはかりながら、必要に応じてコースを増やす等拡大を検討
しているが、利用者の更なる満足感を得られるよう区と指定管理者とで実施内容を検討していく。

［2］

［2］

平均 ［2.0］

(2)施設の維持管理 Ａ
軽微な修繕については協定に即し、管理運営経費の範囲内にて、区と
協議しながら、適切に行っている。また、必要な照度を確保しつつ照
明の間引きを行うなど、環境配慮にも取り組んでいる。

(3)利用者の満足度 Ａ
各教室においてアンケートを行い、満足度を計るとともに、事業改善
の参考にしている。また、投書箱に寄せられた要望・意見に対しても
適宜対応している。

(g)業務委託の事前承認

１１．平成27年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
荒天が多かったため水泳場・屋外施設の利用者が減じ、全体の利用者
数が減ったものの、屋内施設利用者数は増加し、収入確保につながっ
た。また、支出についても、適切な運用にて適正な水準となってい
る。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
協定書に基づき適切に事業運営、施設管理が行われている。利用者の
ニーズを捉えることに努めて個々に対応していくことで、区のスポー
ツ振興の拠点施設としての役割を果たしている。

１０．総合評価

台東区の中核スポーツ施設としての役割をふまえ、極力利用者からの
声を直接聴取することや、各施設の利用状況を把握することに努める
など、きめ細かな運営・サービスの提供を行っている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数等の目標達成

［2.0］

［2.0］

９．評価

(b)管理経費の効率化

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

平均 ［2］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

［2］

［2］

７．平成26年度評価結果に対する現在までの取組み

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。
-：評価対象外項目。2：協定等の水準どおりである。

3：協定等の水準を上回っている。
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